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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
日
緋
色
幻
想
詩
編

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
２
１
３
Ｙ

【
作
者
名
】

　
池
賀
弛
貴

【
あ
ら
す
じ
】

　
い
つ
か
、
ど
こ
か
の
世
界
。
詩
を
頼
り
に
駆
け
出
し
た
男
は
、
緋
色
の
少
女

と
出
逢
っ
た
。
鬼
人
族
の
男
と
緋
神
の
御
使
い
で
あ
る
少
女
の
出
逢
い
は
、
や

が
て
全
て
の
種
族
を
巻
き
込
み
、
新
た
な
神
話
を
世
界
に
刻
む
。
故
に
こ
れ
は
、

二
人
が
紡
ぐ
幻
想
物
語
―
―
。
　
　
　
　
※
作
者
の
妄
想
が
垂
れ
流
さ
れ
た
初

投
稿
＆
処
女
作
で
す
。
小
難
し
い
言
葉
や
漢
字
等
が
多
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
作
者
の
趣
味
で
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。
感
想
と
か
誤
字
の
指
摘
と
か

送
っ
て
下
さ
っ
た
ら
泣
い
て
喜
ぶ
よ
！
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序
章
　
は
じ
ま
り
の
う
た

そ
の
日
、
全
て
の
夢
詠
の
巫
女
が
同
じ
未
来
を
視
た
。

ゆ
め
よ
み

同
じ
詩
を
詠
み
、
告
げ
た
。

世
界
に
変
革
を
齎
す
者
が
現
れ
た
と
。

も
た
ら

そ
の
詩
を
頼
り
に
、
男
は
駆
け
出
し
た
。

そ
し
て
、
少
女
と
出
逢
っ
た
。

絶
世
の
美
姫
す
ら
己
を
恥
じ
、
如
何
な
名
工
も
再
現
で
き
ぬ
で
あ
ろ
う
端
麗
な

顔
立
ち
。

陽
光
に
照
ら
さ
れ
、
風
に
遊
ば
れ
、
陽
炎
の
様
に
緋
色
に
た
ゆ
た
う
長
髪
。

か
げ
ろ
う

幼
く
も
妖
艶
な
色
香
を
宿
す
、
宝
玉
の
よ
う
に
透
き
通
っ
た
肌
。

何
よ
り
も
、
己
の
全
て
を
覗
か
れ
た
よ
う
な
錯
覚
す
ら
覚
え
る
、
力
強
く
燃
え

る
緋
色
の
瞳
。

一
糸
纏
わ
ぬ
裸
身
を
隠
す
事
も
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
が
自
然
だ
と
感
じ
る
程
に
悠

然
と
、
少
女
は
立
っ
て
い
る
。

そ
の
姿
を
瞳
に
捉
え
。
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そ
の
瞳
に
捉
え
ら
れ
。

男
は
理
解
し
た
。

自
分
が
何
故
、
一
心
不
乱
に
こ
こ
を
目
指
し
た
の
か
を
。

詩
を
聞
い
た
瞬
間
か
ら
高
鳴
る
、
こ
の
鼓
動
の
意
味
と
理
由
を
。

己
は
此
と
出
逢
う
為
に
生
ま
れ
た
の
だ
。

己
は
此
の
傍
ら
に
在
る
為
に
生
き
て
き
た
の
だ
、
と
。

夕
暮
れ
の
光
が
一
際
強
ま
り
、
世
界
が
緋
色
に
染
ま
る
。

ひ
と
き
わ

少
女
の
姿
が
お
ぼ
ろ
げ
に
霞
み
、
燃
え
尽
き
る
よ
う
に
そ
の
姿
が
薄
く
な
っ
た
。

減
り
ゆ
く
明
か
り
に
、
満
ち
ゆ
く
暗
が
り
に
、
少
女
が
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な

気
が
し
た
。

男
の
全
身
が
震
え
た
。

嫌
だ
。
此
を
失
う
の
は
嫌
だ
。

手
に
入
れ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
身
勝
手
に
、
相
手
の
都
合
な
ど
省
み
ず
に
。

た
だ
無
く
さ
ぬ
よ
う
、
縋
る
よ
う
に
手
を
伸
ば
す
。

少
女
を
求
め
て
。
た
だ
一
途
に
。
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「
俺
と
、
添
い
遂
げ
て
く
れ
！
」

深
き
夢
見
し
宵
の
夢
、
微
睡
み
語
る
空
の
詩

ま
ど
ろ

父
祖
の
左
目
を
濡
ら
す
涙
は

未
だ
天
孔
の
影
に
沈
ま
ず

て
ん
こ
う

赤
に
芽
吹
か
ぬ
朧
の
丘
に

芽
吹
く
は
一
葉
の
天
雫

あ
ま
し
ず
く

緋
神
の
御
使
い
に
し
て
大
地
の
巫
女

獣
の
供
物
に
し
て
神
威
の
鞘

数
多
の
異
名
は
霞
夢

詠
わ
ず
詠
わ
れ
ず
夜
を
照
ら
す

其
は
幻
想
、
儚
き
泡
沫

現
を
見
納
め
し
陽
鏡
の

冷
た
く
愛
し
き
残
り
香
な
り
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詩
と
共
に
、
御
使
い
は
現
れ
た
。

男
は
、
少
女
と
出
逢
っ
た
。

世
界
の
片
隅
、
幻
想
の
果
て
よ
り
、
物
語
は
綴
ら
れ
る
。

故
に
こ
れ
は
、
二
人
の
物
語
。

二
人
が
紡
ぐ
、
幻
想
詩
編
―
―
―
―
。
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設
定
一
覧
（
前
書
き
）

※
固
有
名
詞
の
説
明
を
し
て
い
ま
す
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設
定
一
覧

【
地
名
／
五
種
族
／
一
族
／
巫
女
／
神
話
関
連
／
動
植
物
／
登
場
人
物
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
地
名
●
○

【
翁
頭
陸
（
お
う
と
う
り
く
）
…
…
物
語
の
舞
台
。
東
、
西
、
南
、
北
、
中
央

を
五
種
族
そ
れ
ぞ
れ
で
統
治
す
る
。

名
前
の
由
来
は
神
話
に
登
場
す
る
巨
人
か
ら
。
日
緋
金
神
話
で
は
『
父
祖
の
頭
』

ひ
ひ
が
ね
し
ん
わ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
】

【
大
藍
湖
（
だ
い
あ
い
こ
）
…
…
東
方
南
部
に
あ
る
東
方
最
大
の
湖
。

少
数
の
水
人
族
が
生
活
し
、
漁
業
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
五
種
族
●
○

【
紅
童
重
（
ク
ド
ウ
エ
）
…
…
鬼
人
族
の
総
称
。
東
方
を
統
治
す
る
。

中
部
を
治
め
る
麗
尤
、
南
部
を
治
め
る
沙
鬼
那
、
北
部
を
治
め
る
貴
津
香
の
『

レ
イ
ユ
ウ

サ
キ
ナ

キ
ヅ
カ

東
方
三
鬼
族
』
と
、
東
部
に
分
散
す
る
少
数
一
族
か
ら
な
る
。
】
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【
雅
鐘
儀
（
ガ
シ
ョ
ウ
ギ
）
…
…
獣
人
族
の
総
称
。
西
方
を
統
治
す
る
。

全
種
族
中
最
も
多
種
多
様
な
分
類
が
存
在
す
る
種
族
。
身
体
の
一
部
、
ま
た
は

全
身
が
獣
の
よ
う
な
毛
で
覆
わ
れ
て
い
る
者
が
多
い
。
尾
が
弱
点
と
言
わ
れ
て

い
る
。

夜
間
に
活
動
す
る
者
が
多
い
た
め
、
西
方
は
永
夜
の
国
と
も
呼
ば
れ
る
。
】

【
鈷
洞
羅
（
コ
ウ
ロ
ラ
）
…
…
竜
人
族
の
総
称
。
南
方
を
統
治
す
る
。

強
靭
な
鱗
で
覆
わ
れ
た
一
族
、
翼
を
持
つ
一
族
、
火
を
噴
く
こ
と
が
で
き
る
一

族
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
多
種
族
で
は
判
別
が
難
し
い
。

翁
頭
陸
南
端
よ
り
先
に
存
在
す
る
群
島
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
】

【
迦
陵
蓮
（
カ
リ
ョ
ウ
レ
ン
）
…
…
鳥
人
族
の
総
称
。
北
方
を
統
治
す
る
。

美
し
い
歌
声
と
翼
を
持
ち
、
嘗
て
奴
隷
と
し
て
扱
わ
れ
た
時
期
が
あ
る
。

現
在
は
北
方
大
森
林
の
奥
地
に
住
み
、
滅
多
に
姿
を
現
さ
な
い
。
】

【
吾
輪
枝
（
ア
ワ
エ
）
…
…
妖
人
族
の
総
称
。
中
央
を
統
治
す
る
。

尖
っ
た
耳
と
美
し
い
容
貌
が
特
徴
。
弓
術
と
魔
術
に
秀
で
、
嘗
て
の
大
戦
で
中

央
を
占
有
し
た
後
、
翁
頭
陸
の
盟
主
を
自
称
す
る
。
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
一
族
●
○

【
麗
尤
（
レ
イ
ユ
ウ
）
…
…
中
部
を
治
め
る
『
東
方
三
鬼
族
』
の
一
角
に
し
て

筆
頭
。
『
魔
道
』
の
麗
尤
。
】
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【
沙
鬼
那
（
サ
キ
ナ
）
…
…
南
部
を
治
め
る
『
東
方
三
鬼
族
』
の
一
角
。
『
技

巧
』
の
沙
鬼
那
。

卓
越
し
た
戦
闘
、
工
芸
、
狩
猟
技
術
を
持
ち
、
未
修
得
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
貪

欲
に
習
得
す
る
学
習
意
欲
を
持
つ
。

現
在
の
当
主
は
ヨ
ン
イ
ェ
。
第
一
子
ヤ
オ
ザ
ン
は
病
没
し
て
い
る
為
、
第
二
子

ホ
ウ
ア
が
当
主
を
補
佐
し
て
い
る
。

末
子
相
続
の
伝
統
を
守
り
、
現
在
の
次
期
当
主
は
第
四
子
シ
ン
ウ
（
病
弱
な
為
、

実
際
に
は
そ
の
夫
が
代
行
す
る
と
思
わ
れ
る
）
。
】

【
貴
津
香
（
キ
ヅ
カ
）
…
…
北
部
を
治
め
る
『
東
方
三
鬼
族
』
の
一
角
。
『
勇

り
ょ
く

ゆ
う

力
』
の
貴
津
香
。

細
身
な
見
た
目
に
反
し
て
怪
力
を
誇
り
、
他
者
の
血
を
吸
う
こ
と
で
そ
の
力
は

更
に
強
大
に
な
る
。

日
の
光
が
苦
手
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
夜
の
ほ
う
が
活
動
的
で
あ
る
。

男
性
の
出
生
率
が
低
い
為
、
他
族
か
ら
婿
養
子
を
も
ら
っ
た
り
、
逆
に
嫁
に
行

く
こ
と
が
多
い
。
】

【
水
人
族
…
…
大
き
な
水
場
を
生
活
の
拠
点
と
す
る
少
数
民
族
。

全
身
、
ま
た
は
半
身
が
魚
の
よ
う
な
鱗
で
覆
わ
れ
、
多
く
の
種
族
が
『
魚
人
』

と
蔑
視
す
る
が
、
鬼
人
族
、
特
に
沙
鬼
那
と
は
友
好
関
係
に
あ
る
。

サ
キ
ナ

漁
の
名
人
で
あ
り
、
水
中
で
の
移
動
速
度
は
全
種
族
中
最
も
速
い
。
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
巫
女
●
○
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【
戦
巫
女
…
…
戦
場
を
導
く
女
傑
の
能
力
に
し
て
役
職
。

血
を
流
す
こ
と
で
火
眼
金
睛
へ
と
変
わ
り
、
身
体
能
力
が
上
昇
す
る
。
戦
闘
指

揮
に
も
長
け
る
為
、
殆
ど
の
巫
女
は
自
ら
の
一
族
の
軍
属
と
な
る
。

基
本
的
に
生
理
が
来
ず
、
故
に
一
代
限
り
で
子
孫
は
残
せ
な
い
。
発
生
確
率
は

不
明
で
、
現
在
の
翁
頭
陸
に
は
十
数
名
ほ
ど
し
か
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
】

【
夢
詠
（
ゆ
め
よ
み
）
の
巫
女
…
…
未
来
視
を
行
う
異
能
の
存
在
。

力
の
弱
い
者
が
視
る
、
未
来
の
情
報
が
断
片
化
し
た
夢
を
見
、
目
覚
め
て
語
る

事
を
『
夢
見
』
、
力
の
強
い
者
が
白
昼
夢
の
よ
う
に
未
来
を
視
て
語
る
事
を
『

ゆ
め
み

夢
詠
』
と
呼
ぶ
。

力
の
強
い
者
は
あ
る
程
度
自
分
の
意
思
で
未
来
の
内
容
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る

（
そ
の
分
精
度
は
落
ち
、
よ
り
抽
象
的
な
表
現
し
か
出
来
な
く
な
る
）
。

夢
詠
を
行
っ
て
い
る
間
、
そ
の
身
体
が
僅
か
だ
が
発
光
す
る
。

ど
う
い
っ
た
条
件
で
発
生
す
る
の
か
は
不
明
だ
が
、
力
の
弱
い
者
も
含
め
れ
ば

数
百
名
ほ
ど
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
神
話
関
連
●
○

【
神
代
（
か
み
よ
）
…
…
神
々
の
時
代
。
】

【
混
代
（
ま
ざ
り
よ
）
…
…
神
々
（
主
に
星
神
）
と
人
の
時
代
。
】

【
人
代
（
ひ
と
よ
）
…
…
神
々
の
干
渉
が
少
な
く
な
り
、
人
だ
け
で
歩
ん
で
き

た
時
代
。
】
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【
日
緋
金
神
話
（
ひ
ひ
が
ね
し
ん
わ
）
…
…
原
初
の
渦
『
有
無
』
か
ら
の
創
世

う
む

が
綴
ら
れ
て
い
る
、
『
日
緋
産
霊
』
と
『
豊
紫
芽
』
を
中
心
と
し
た
起
源
神
話
。

ひ
ひ
む
す
び

と
よ
し
が

二
柱
が
太
陽
神
と
月
神
と
な
る
と
こ
ろ
ま
で
は
全
種
族
共
通
で
あ
り
、
そ
の
部

分
ま
で
を
一
般
に
日
緋
金
神
話
と
呼
ぶ
。

ひ
ひ
が
ね
し
ん
わ

そ
れ
以
降
の
記
述
が
種
族
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
ど
れ
が
正
し
い
記
述
な

の
か
で
論
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
が
、
解
決
す
る
見
込
み
が
な
い
為
、
別
の
神

話
と
し
て
各
種
族
で
語
り
継
い
で
い
る
。
】

【
九
鬼
王
神
話
（
く
き
お
う
し
ん
わ
）
…
…
鬼
人
族
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
て

い
る
、
日
緋
金
神
話
か
ら
続
く
混
代
を
記
し
た
神
話
。
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
動
植
物
●
○

【
駆
獣
（
チ
ウ
ス
オ
）
…
…
主
に
乗
用
や
運
搬
に
用
い
ら
れ
る
卵
生
の
草
食
生

物
。
見
た
目
は
ト
カ
ゲ
の
よ
う
な
皮
膚
を
持
つ
馬
。
硬
く
長
い
尾
毛
を
持
つ
。
】

【
角
打
獣
（
ジ
ア
オ
ダ
）
…
…
大
き
な
角
と
長
い
体
毛
を
持
つ
胎
生
の
草
食
生

物
。
金
槌
の
よ
う
な
形
状
の
一
角
を
持
つ
の
が
雌
、
斧
の
よ
う
な
平
ら
な
形
状

の
二
角
を
持
つ
の
が
雄
。
か
つ
て
そ
の
角
は
木
を
打
ち
倒
し
て
新
芽
や
木
の
実

を
食
べ
た
り
、
縄
張
り
争
い
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
硬

い
そ
の
角
は
約
五
年
で
生
え
変
わ
る
の
で
、
取
れ
た
も
の
は
工
芸
品
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
い
る
。
長
い
体
毛
は
毛
織
物
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
】

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
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◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

○
●
登
場
人
物
●
○

【
イ
ン
ユ
エ
…
…
種
族
：
紅
童
重

ク
ド
ウ
エ

紅
童
重
の
一
角
、
沙
鬼
那
当
主
の
第
三
子
。
銀
髪
黒
瞳
。
当
主
の
補
佐
を
第
二

ク
ド
ウ
エ

サ
キ
ナ

子
ホ
ウ
ア
が
行
い
、
相
続
権
を
第
四
子
シ
ン
ウ
が
持
つ
為
に
不
自
由
な
く
育
っ

て
き
た
。
習
得
し
た
こ
と
は
満
遍
な
く
こ
な
す
が
、
こ
れ
と
い
っ
て
秀
で
た
も

の
は
な
い
。
】

【
リ
ー
セ
…
…
種
族
：
？
？
？

緋
色
の
少
女
。
黒
髪
黒
瞳
。
何
で
あ
れ
興
味
を
示
す
が
、
本
当
に
興
味
が
あ
る

の
か
は
不
明
。
】

【
メ
イ
ラ
ン
…
…
種
族
：
雅
鐘
儀

ガ
シ
ョ
ウ
ギ

戦
巫
女
の
少
女
。
金
髪
碧
眼
。
血
が
嫌
い
な
戦
い
の
天
才
。
狼
の
よ
う
な
耳
と

尻
尾
を
持
ち
、
首
周
り
か
ら
背
中
、
腰
ま
で
薄
い
金
毛
が
生
え
て
い
る
。
】

【
シ
ン
ウ
…
…
種
族
：
紅
童
重

ク
ド
ウ
エ

夢
詠
の
巫
女
。
青
み
が
か
っ
た
黒
髪
、
黒
瞳
。
沙
鬼
那
当
主
の
第
四
子
。
身
体

サ
キ
ナ

が
弱
く
、
よ
く
体
調
を
崩
す
。
夢
詠
の
力
が
弱
く
、
具
体
的
に
未
来
の
情
景
を

見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
】
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第
零
話
　
詩
に
導
か
れ
て

太
陽
が
頂
か
ら
降
り
始
め
る
頃
、
二
騎
の
駆
獣
が
平
原
を
走
っ
て
い
た
。

チ
ウ
ス
オ

そ
れ
を
駆
る
二
人
の
騎
手
は
、
吹
き
荒
ぶ
風
に
妨
害
さ
れ
な
が
ら
も
声
を
張
り

上
げ
て
言
い
争
っ
て
い
た
。

「
イ
ン
ユ
エ
、
い
く
ら
夢
詠
が
あ
っ
た
か
ら
っ
て
、
何
の
備
え
も
な
く
飛
び
出

ゆ
め
よ
み

す
な
ん
て
馬
鹿
で
し
ょ
、
あ
ん
た
！
」

長
い
金
髪
を
束
ね
た
女
が
、
舌
を
噛
み
そ
う
に
な
り
な
が
ら
叫
ぶ
。

「
そ
う
は
言
う
が
な
メ
イ
ラ
ン
。
シ
ン
ウ
が
初
め
て
夢
詠
を
成
功
さ
せ
た
ん
だ

ぞ
？
　
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
ま
で
は
じ
っ
と
し
て
な
ん
て
い
ら
れ
る
か
！
」

俺
は
振
り
返
る
と
、
メ
イ
ラ
ン
を
見
て
同
じ
よ
う
に
声
を
出
す
。

「
ま
あ
、
駆
獣
を
連
れ
て
追
い
か
け
て
き
て
く
れ
た
の
は
感
謝
し
て
る
よ
。
自

チ
ウ
ス
オ

分
の
足
で
走
っ
て
い
た
ら
間
に
合
わ
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
」

「
あ
ん
た
の
悪
い
癖
よ
、
周
り
が
見
え
な
く
な
る
の
。
ま
っ
た
く
…
…
そ
れ
で
、

私
達
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
る
の
？
」

「
分
か
ら
な
い
の
か
？
」

驚
い
て
ま
た
顔
を
向
け
る
と
、
メ
イ
ラ
ン
が
恥
ず
か
し
そ
う
に
顔
を
背
け
た
。

「
私
は
頭
の
出
来
が
良
く
な
い
の
よ
！
　
こ
の
先
に
は
も
う
大
藍
湖
か
、
南
と

だ
い
あ
い
こ

の
境
し
か
な
い
で
し
ょ
？
　
ど
う
な
の
よ
？
」
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「
大
藍
湖
が
目
的
地
だ
。
…
…
間
に
合
い
そ
う
だ
し
な
。
説
明
す
る
か
ら
速
度

を
落
と
そ
う
」

○
●
○
●
○
●
○
●

始
ま
り
は
今
朝
、
妹
で
あ
る
シ
ン
ウ
を
見
舞
っ
た
時
だ
っ
た
。

寝
台
に
横
に
な
っ
て
い
る
は
ず
の
妹
が
窓
辺
に
立
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
き
、

俺
は
思
わ
ず
驚
愕
に
目
を
見
開
い
た
。

そ
れ
は
、
身
体
が
弱
く
立
つ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
シ
ン
ウ
を
心
配
し
て
の
こ

と
で
は
な
く
、
彼
女
の
身
体
が
僅
か
に
光
を
放
ち
、
小
さ
く
開
い
た
口
か
ら
詩

が
紡
が
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

『
夢
詠
の
巫
女
』
の
夢
詠
。

力
が
弱
く
、
夢
見
し
か
行
え
な
か
っ
た
シ
ン
ウ
が
今
、
自
身
が
視
て
い
る
未
来

ゆ
め
み

を
歌
っ
て
い
る
。

呆
然
と
見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
俺
へ
と
、
歌
い
終
え
た
シ
ン
ウ
が
ゆ
っ

く
り
と
振
り
返
る
。

焦
点
の
合
わ
な
い
瞳
で
俺
を
眺
め
、
シ
ン
ウ
は
ま
た
始
め
か
ら
歌
い
だ
し
た
。
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深
き
夢
見
し
宵
の
夢
、
微
睡
み
語
る
空
の
詩

ま
ど
ろ

父
祖
の
左
目
を
濡
ら
す
涙
は

未
だ
天
孔
の
影
に
沈
ま
ず

て
ん
こ
う

赤
に
芽
吹
か
ぬ
朧
の
丘
に

芽
吹
く
は
一
葉
の
天
雫

あ
ま
し
ず
く

緋
神
の
御
使
い
に
し
て
大
地
の
巫
女

獣
の
供
物
に
し
て
神
威
の
鞘

数
多
の
異
名
は
霞
夢

詠
わ
ず
詠
わ
れ
ず
夜
を
照
ら
す

其
は
幻
想
、
儚
き
泡
沫

現
を
見
納
め
し
陽
鏡
の

冷
た
く
愛
し
き
残
り
香
な
り

そ
の
詩
を
聞
い
て
い
る
間
、
俺
の
全
身
が
震
え
て
い
た
の
に
気
付
い
た
の
は
少

し
経
っ
て
か
ら
だ
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
震
え
る
の
か
。
寒
い
か
ら
で
も
、
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
も
な
い
。
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む
し
ろ
、
こ
れ
は
―
―
。

喜
び
、
だ
っ
た
。

父
か
ら
短
剣
を
貰
っ
た
時
よ
り
も
、
初
め
て
一
人
で
狩
り
を
行
っ
た
時
よ
り
も

強
く
、
深
く
心
に
響
く
、
期
待
。

繰
り
返
し
歌
う
声
が
聞
こ
え
た
の
か
、
シ
ン
ウ
の
傍
仕
え
が
慌
て
た
様
に
入
っ

て
き
た
。

俺
に
気
付
く
と
急
い
で
頭
を
下
げ
る
少
女
に
対
し
、
シ
ン
ウ
を
介
抱
す
る
よ
う

に
命
じ
る
。

少
女
が
シ
ン
ウ
に
触
れ
る
と
一
瞬
び
く
っ
と
震
え
、
シ
ン
ウ
は
崩
れ
落
ち
る
よ

う
に
し
て
倒
れ
た
。

慌
て
て
抱
き
起
こ
す
と
、
シ
ン
ウ
は
既
に
目
を
閉
じ
て
深
い
眠
り
に
落
ち
て
い

た
。

初
め
て
夢
詠
を
行
っ
て
疲
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
抱
え
上
げ
、
寝
台
に
横
た

え
る
と
、
「
お
手
数
を
お
掛
け
し
て
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」
と
少
女
が
深
く

頭
を
下
げ
た
。

彼
女
一
人
で
は
寝
台
に
寝
か
せ
る
の
も
一
苦
労
だ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
「
構
わ
な

い
」
と
だ
け
告
げ
る
。

同
時
に
、
シ
ン
ウ
が
夢
詠
を
行
っ
た
こ
と
を
父
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
と
付
け

加
え
る
。

改
め
て
シ
ン
ウ
の
介
抱
を
任
せ
る
と
、
俺
は
直
ぐ
に
館
か
ら
飛
び
出
し
た
。
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詩
の
内
容
を
思
い
出
す
。

も
し
そ
の
内
容
が
今
日
起
こ
る
の
で
あ
れ
ば
、
時
間
は
あ
ま
り
に
少
な
か
っ
た
。

何
故
こ
ん
な
に
も
慌
て
て
い
る
の
か
自
分
で
も
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ

は
考
え
て
も
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。

詩
が
本
当
に
夢
詠
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
内
容
は
必
ず
起
こ
る
。

街
を
駆
け
抜
け
る
間
に
歌
わ
れ
て
い
る
場
所
を
特
定
す
る
と
、
思
わ
ず
表
情
が

歪
む
。

休
み
な
く
走
り
続
け
て
も
、
決
し
て
間
に
合
わ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
胸
の
高
鳴
り
が
足
を
止
め
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

街
の
外
壁
へ
と
辿
り
着
く
が
、
速
度
は
維
持
し
た
ま
ま
だ
。

街
中
よ
り
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
正
門
は
大
勢
の
人
で
溢
れ
て
い
た
。

だ
が
、
そ
れ
に
躊
躇
し
て
い
る
暇
は
な
い
。

そ
の
間
を
縫
う
様
に
し
て
進
み
、
つ
い
に
門
の
外
へ
出
た
。

俺
に
気
付
き
呼
び
止
め
る
門
番
も
い
た
が
、
俺
は
一
瞥
も
せ
ず
に
平
原
を
見
据

え
走
り
出
し
た
。

○
●
○
●
○
●
○
●
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「
は
あ
。
そ
れ
で
慌
て
て
飛
び
出
し
て
、
確
実
に
間
に
合
わ
な
い
で
あ
ろ
う
自

分
の
足
で
走
り
出
し
た
と
。
…
…
あ
ん
た
、
馬
鹿
で
し
ょ
」

「
…
…
…
…
だ
か
ら
、
感
謝
し
て
る
っ
て
言
っ
て
る
だ
ろ
」

半
眼
に
な
っ
て
い
る
メ
イ
ラ
ン
か
ら
視
線
を
外
し
、
聞
こ
え
る
程
度
の
声
量
で

呟
く
。

「
ま
あ
い
い
け
ど
。
た
だ
、
館
は
大
騒
ぎ
だ
っ
た
よ
？
シ
ン
ウ
が
夢
詠
を
し
て

倒
れ
た
と
か
、
イ
ン
ユ
エ
が
何
も
言
わ
ず
に
飛
び
出
し
た
と
か
で
。
お
か
げ
で

惰
眠
を
貪
っ
て
た
私
ま
で
叩
き
起
こ
さ
れ
て
、
何
か
知
ら
な
い
か
っ
て
聞
か
れ

た
り
。
寝
て
た
ん
だ
か
ら
知
ら
な
い
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
う
に
」

メ
イ
ラ
ン
の
愚
痴
が
続
く
。

「
そ
れ
で
話
を
聞
い
て
、
恐
ら
く
夢
詠
の
内
容
を
確
認
し
に
行
っ
た
と
い
う
の

は
推
測
で
き
た
け
ど
、
じ
ゃ
あ
何
処
へ
？
　
っ
て
疑
問
が
残
る
し
。
仮
に
も
沙

キ
ナ

サ

鬼
那
当
主
の
子
が
所
在
不
明
は
ま
ず
い
だ
ろ
う
っ
て
、
唯
一
暇
し
て
た
私
に
探

し
に
行
け
っ
て
命
が
下
る
し
。
門
に
駆
け
付
け
て
事
情
を
話
し
て
み
れ
ば
、
門

番
が
「
イ
ン
ユ
エ
様
を
見
た
の
に
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」
っ
て
泣
き

そ
う
に
な
る
し
。
泣
き
た
い
の
は
こ
っ
ち
だ
っ
て
。
一
応
ど
っ
ち
の
方
角
に
行

っ
た
の
か
は
見
て
た
み
た
い
だ
か
ら
、
門
番
の
詰
め
所
に
繋
が
れ
て
た
駆
獣
を

チ
ウ
ス
オ

二
頭
後
払
い
で
買
い
取
っ
て
出
て
み
れ
ば
、
ど
っ
か
の
馬
鹿
が
阿
呆
面
で
走
っ

て
る
し
。
あ
、
支
払
い
は
あ
ん
た
が
し
て
ね
。
私
払
う
気
な
い
か
ら
。
…
…
そ

ん
な
わ
け
で
、
な
ん
か
私
凄
く
疲
れ
た
ん
だ
け
ど
。
ね
え
、
な
ん
で
？
　
こ
れ

私
の
仕
事
だ
っ
け
？
　
戦
巫
女
っ
て
使
い
走
り
っ
て
意
味
だ
っ
け
？
」

「
…
…
…
…
だ
か
ら
、
悪
か
っ
た
っ
て
。
そ
れ
で
、
詩
の
内
容
だ
け
ど
な
」
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放
っ
て
置
く
と
い
つ
ま
で
も
愚
痴
っ
て
い
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
適
当
に
話
を
区

切
る
。

「
そ
う
そ
う
、
そ
れ
も
聞
き
た
い
ん
だ
っ
た
。
内
容
は
分
か
っ
た
け
ど
、
な
ん

で
大
藍
湖
な
わ
け
？
」

「
緋
神
っ
て
の
は
日
緋
金
神
話
の
太
陽
神
、
日
緋
産
霊
の
こ
と
だ
ろ
う
。
日
緋

ひ
ひ
が
ね
し
ん
わ

ひ
ひ
む
す
び

が
ね
し
ん
わ

ひ
ひ

金
神
話
の
記
述
は
全
種
族
の
神
話
で
共
通
だ
し
、
こ
の
辺
り
で
有
名
な
九
鬼
王

し
ん
わ

く
き
お
う

神
話
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
」

説
明
を
始
め
る
と
、
「
う
っ
」
と
メ
イ
ラ
ン
が
呻
く
。

「
理
解
、
出
来
そ
う
か
？
」

「
…
…
頑
張
る
」

「
…
…
九
鬼
王
神
話
で
父
祖
と
呼
ば
れ
る
存
在
は
、
誕
生
の
瞬
間
に
熱
で
焼
け

く
き
お
う
し
ん
わ

死
ん
だ
太
陽
神
で
あ
る
日
緋
産
霊
と
月
神
で
あ
る
豊
紫
芽
の
子
だ
。
崩
れ
落
ち

ひ
ひ
む
す
び

と
よ
し
が

た
そ
の
身
体
を
寄
せ
集
め
た
の
が
こ
の
世
界
の
大
地
。
だ
か
ら
鬼
人
族
『
紅
童

ウ
エ

ク
ド

重
』
は
、
全
て
の
命
が
育
つ
為
の
苗
床
と
な
っ
た
存
在
を
父
祖
と
呼
び
尊
ん
だ
。

そ
し
て
神
話
に
よ
れ
ば
、
五
族
が
治
め
る
こ
の
地
『
翁
頭
陸
』
、
特
に
俺
達
が

お
う
と
う
り
く

暮
ら
す
こ
の
東
方
が
父
祖
の
左
顔
に
当
た
る
」

「
…
…
…
…
」

「
メ
イ
ラ
ン
？
」

「
知
っ
て
た
し
！
　
そ
の
く
ら
い
ず
っ
と
昔
か
ら
知
っ
て
た
し
！
」
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「
な
ん
で
強
が
っ
て
る
ん
だ
お
ま
え
は
…
…
」

意
味
も
な
く
張
り
合
う
の
は
止
め
て
欲
し
い
。

「
…
…
あ
あ
、
こ
の
地
は
東
側
で
顔
の
左
に
位
置
す
る
か
ら
、
『
左
目
を
濡
ら

す
涙
』
で
水
場
。
だ
か
ら
大
藍
湖
な
の
ね
」

「
そ
う
だ
。
こ
こ
よ
り
も
大
き
な
水
源
は
な
い
し
、
他
も
小
さ
な
も
の
ば
か
り

だ
。
『
天
孔
』
は
光
の
世
界
で
あ
る
天
に
開

い
た
穴
、
つ
ま
り
月
の
こ
と
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
そ
の
『
影
』
は
月
光
。
今
の
時

期
、
月
が
昇
る
の
は
日
が
落
ち
て
か
ら
だ
か
ら
、
時
刻
は
夕
刻
、
日
暮
れ
頃
だ

と
予
想
で
き
る
」

「
…
…
…
…
な
る
、
ほ
ど
。
だ
か
ら
こ
ん
な
に
急
い
で
た
の
ね
」

な
ん
と
か
合
点
が
い
っ
た
ら
し
く
、
メ
イ
ラ
ン
が
頷
く
。

「
足
が
速
い
駆
獣
を
用
意
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
間
に
合
い
そ
う
だ
け
ど
な
。

チ
ウ
ス
オ

感
謝
し
て
る
よ
。
そ
れ
で
、
『
丘
』
と
い
う
の
は
湖
の
東
側
に
あ
る
場
所
の
こ

と
だ
ろ
う
。
湖
の
東
北
に
は
丘
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
特
に
東
の
辺
り
は
獣
も

い
な
い
し
、
魚
も
少
な
い
ら
し
い
か
ら
人
気
も
な
い
。
そ
こ
に
『
芽
吹
く
一
葉
』

、
何
者
か
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
」

そ
こ
ま
で
説
明
し
て
、
メ
イ
ラ
ン
の
表
情
が
強
張
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。

「
ど
う
し
た
？
」

「
『
緋
神
の
御
使
い
』
…
…
そ
れ
で
『
巫
女
』
だ
か
ら
、
太
陽
神
の
娘
で
も
降

臨
す
る
の
か
も
ね
」
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「
否
定
は
で
き
ん
な
。
『
見
納
め
し
』
っ
て
の
も
気
に
な
る
。
も
し
か
し
た
ら

視
使
い
は
、
こ
の
世
界
か
ら
神
々
の
加
護
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
を
告
げ
に

来
る
の
か
も
な
」

や
れ
や
れ
、
と
首
を
振
り
、
メ
イ
ラ
ン
が
ぼ
や
く
。

「
シ
ン
ウ
も
ど
う
せ
な
ら
、
も
っ
と
良
い
未
来
を
視
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
。
豊

作
と
か
、
大
猟
と
か
」

「
初
め
て
夢
詠
を
し
た
ん
だ
。
そ
れ
が
神
に
関
わ
る
こ
と
な
ら
む
し
ろ
誉
れ
だ

ろ
う
」

「
内
容
が
破
滅
的
だ
っ
た
ら
意
味
な
い
で
し
ょ
う
が
」

俺
の
の
模
範
的
と
も
言
え
る
返
答
に
思
わ
ず
顔
を
顰
め
、
メ
イ
ラ
ン
が
前
方
を

見
据
え
る
。

「
や
だ
ね
え
、
特
に
面
倒
事
は
ご
め
ん
だ
わ
。
だ
ら
だ
ら
と
寝
て
過
ご
し
た
い
」

「
戦
巫
女
が
言
っ
て
い
い
台
詞
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
」

「
戦
巫
女
だ
か
ら
こ
そ
、
平
穏
を
何
よ
り
も
尊
ぶ
の
よ
」

妙
に
達
観
し
た
よ
う
な
声
で
応
え
る
メ
イ
ラ
ン
に
、
そ
う
い
う
も
の
か
と
納
得

す
る
。

「
も
う
す
ぐ
大
藍
湖
が
見
え
る
ね
。
何
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
理
想
だ
け
ど
…

…
一
応
武
装
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
か
も
ね
」

「
持
っ
て
き
て
る
の
か
？
」
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「
と
り
あ
え
ず
、
ね
。
イ
ン
ユ
エ
の
剣
も
持
っ
て
き
て
る
よ
」

用
意
の
い
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
勝
手
に
人
の
部
屋
を
漁
る
の
は
や
め
て
ほ
し

い
。

○
●
○
●
○
●
○
●

夕
暮
れ
の
一
歩
手
前
と
い
っ
た
空
模
様
の
下
で
、
よ
う
や
く
大
藍
湖
の
全
容
が

視
界
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

湖
の
北
東
側
は
大
小
の
丘
が
連
な
っ
て
お
り
、
そ
の
北
端
に
辿
り
着
い
た
の
だ
。

大
藍
湖
は
東
方
随
一
の
大
き
さ
を
誇
る
湖
で
あ
り
、
そ
の
西
端
に
は
少
数
の
水

人
族
が
暮
ら
し
て
い
る
。

彼
ら
は
他
の
種
族
と
ほ
ぼ
同
じ
形
を
し
て
い
る
が
、
近
付
い
て
見
る
と
そ
の
全

身
は
細
か
な
鱗
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
足
が
長
く
指
の
間
に
水
掻
き
が
付
い
て
い

る
。

水
中
で
も
地
上
で
も
生
き
ら
れ
る
ら
し
く
、
そ
の
生
態
を
調
べ
る
為
に
妖
人
族

の
学
者
が
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
た
こ
と
も
か
つ
て
あ
っ
た
。

ま
あ
、
そ
の
時
は
全
員
が
水
中
へ
逃
げ
、
無
駄
足
と
な
っ
た
ら
し
い
が
。

長
い
付
き
合
い
で
あ
る
鬼
人
族
の
一
角
で
あ
る
沙
鬼
那
の
民
は
、
彼
ら
を
自
称

サ
キ
ナ

で
も
あ
る
水
人
族
と
呼
ん
で
い
る
が
、
ど
う
や
ら
他
の
地
方
で
は
彼
ら
を
『
魚

人
族
』
と
呼
ぶ
ら
し
く
、
そ
れ
が
彼
ら
に
は
気
に
食
わ
な
い
ら
し
い
。
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曰
く
、
「
魚
な
ん
ぞ
と
同
一
視
さ
れ
る
の
は
不
快
だ
」
と
の
こ
と
。

沙
鬼
那
に
と
っ
て
は
貴
重
な
交
易
相
手
で
あ
る
た
め
、
多
種
族
と
の
接
触
が
少

な
い
現
状
は
あ
る
意
味
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
い
う
。

彼
ら
に
と
っ
て
そ
れ
が
良
い
か
悪
い
か
は
別
と
し
て
。

視
界
の
先
に
水
人
族
の
村
の
明
か
り
が
僅
か
に
見
え
た
の
を
確
認
し
つ
つ
、
湖

の
東
の
丘
を
目
指
す
。

「
イ
ン
ユ
エ
、
駆
獣
か
ら
降
り
て
。
人
が
い
る
」

チ
ウ
ス
オ

言
葉
と
同
時
に
メ
イ
ラ
ン
は
素
早
く
駆
獣
か
ら
降
り
、
繋
げ
て
お
け
る
木
を
探

チ
ウ
ス
オ

す
よ
う
に
視
線
を
巡
ら
せ
た
。

「
詩
の
巫
女
か
？
」

同
じ
よ
う
に
降
り
て
ち
ょ
う
ど
い
い
大
き
さ
の
木
を
探
す
。

右
前
方
に
あ
っ
た
木
に
目
星
を
付
け
た
の
か
、
メ
イ
ラ
ン
が
手
綱
を
取
り
な
が

ら
進
む
。

「
い
え
、
複
数
い
る
。
そ
れ
に
こ
の
匂
い
は
、
南
の
竜
人
族
み
た
い
」

「
竜
人
族
？
　
鈷
洞
羅
が
境
を
越
え
て
来
た
っ
て
の
か
？
」

コ
ウ
ロ
ラ

駆
獣
を
木
に
繋
げ
て
振
り
返
る
と
、
メ
イ
ラ
ン
は
は
っ
き
り
と
頷
い
た
。

チ
ウ
ス
オ
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○
●
○
●
○
●
○
●

現
在
、
東
、
西
、
南
、
北
、
中
央
の
そ
れ
ぞ
れ
は
大
ま
か
に
各
一
種
の
種
族
が

支
配
し
て
い
る
。

東
の
鬼
人
族
、
総
称
『
紅
童
重
（
ク
ド
ウ
エ
）
』
。

西
の
獣
人
族
、
総
称
『
雅
鐘
儀
（
ガ
シ
ョ
ウ
ギ
）
』
。

南
の
竜
人
族
、
総
称
『
鈷
洞
羅
（
コ
ウ
ロ
ラ
）
』
。

北
の
鳥
人
族
、
総
称
『
迦
陵
蓮
（
カ
リ
ョ
ウ
レ
ン
）
』
。

中
央
の
妖
人
族
、
総
称
『
吾
輪
枝
（
ア
ワ
エ
）
』
。

東
西
南
北
は
各
々
が
相
互
不
可
侵
を
約
束
し
て
お
り
、
基
本
的
に
関
わ
り
合
わ

ず
、
他
種
族
の
土
地
へ
行
く
こ
と
も
な
い
。

こ
れ
は
争
い
を
未
然
に
防
ぐ
為
の
物
で
あ
り
、
中
央
の
妖
人
族
が
種
族
間
の
調

停
者
と
し
て
中
立
の
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

過
去
の
争
い
か
ら
互
い
を
憎
悪
し
合
っ
て
い
る
歴
史
の
中
で
、
唯
一
ど
の
種
族

と
も
争
わ
な
か
っ
た
の
が
妖
人
族
だ
か
ら
だ
。

よ
っ
て
互
い
に
行
き
来
を
し
よ
う
と
し
な
い
わ
け
だ
が
、
多
く
の
土
地
を
回
る

必
要
が
あ
る
商
人
や
冒
険
者
で
あ
れ
ば
そ
の
枷
か
ら
外
れ
る
。

が
、
そ
れ
で
も
中
央
で
認
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
竜
人
族
の

商
人
・
冒
険
者
が
こ
ん
な
場
所
へ
立
ち
寄
る
こ
と
な
ど
な
い
だ
ろ
う
。
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竜
人
族
は
水
人
族
を
蔑
視
し
て
い
る
し
、
そ
れ
以
上
に
鬼
人
族
を
嫌
悪
し
て
い

る
の
だ
か
ら
。

○
●
○
●
○
●
○
●

「
境
を
越
え
た
と
言
っ
て
も
柵
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
大
藍
湖
は
東
側
に

あ
る
と
い
っ
て
も
、
西
か
ら
見
て
も
近
場
だ
か
ら
ね
。
竜
人
族
が
い
る
こ
と
自

体
は
、
不
自
然
だ
し
お
か
し
い
わ
け
だ
け
れ
ど
、
有
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
明
ら
か
に
武
装
し
て
い
る
感
じ
だ
か
ら
冒
険
者
か
も
し
れ
な
い
し
。

た
だ
、
ね
。

お
か
し
い
の
は
複
数
い
る
竜
人
族
全
て
が
さ
っ
き
か
ら
移
動
し
て
な
く
て
、
ど

う
や
ら
皆
倒
れ
て
い
る
み
た
い
な
の
よ
」

「
な
ん
だ
っ
て
？
」

何
故
、
倒
れ
た
ま
ま
動
か
な
い
の
か
。

何
故
、
領
域
を
侵
し
て
ま
で
竜
人
族
が
い
る
の
か
。

冒
険
者
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
地
に
竜
人
族
が
い
る
こ
と
は
お
か
し
い
。

そ
れ
な
の
に
、
複
数
の
竜
人
族
が
現
に
今
、
こ
の
場
所
に
い
る
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
何
か
。

考
え
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
―
―
。
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「
彼
ら
も
、
夢
詠
の
詩
を
聞
い
た
の
か
も
ね
」

「
…
…
か
も
し
れ
な
い
。
け
ど
、
有
り
得
る
の
か
？
　
異
な
る
巫
女
が
同
じ
詩

を
歌
う
な
ん
て
こ
と
が
」

「
イ
ン
ユ
エ
に
聞
い
た
だ
け
だ
か
ら
何
と
も
言
え
な
い
け
ど
、
見
た
感
じ
で
は

シ
ン
ウ
は
自
分
の
意
思
で
夢
詠
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
し
ょ
う
？
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
『
詩
が
降
り
て
』
き
て
、
そ
れ
を
歌
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
っ

て
」

「
あ
あ
、
俺
に
は
そ
う
見
え
た
」

「
若
し
か
し
た
ら
こ
の
地
方
、
い
い
え
、
全
て
の
巫
女
に
同
じ
詩
が
降
り
て
き

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
こ
こ
数
十
年
は
な
か
っ
た
筈
だ
け
ど
、
昔
話
な
ん
か

で
は
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ
る
。
…
…
そ
う
い
っ
た

時
の
内
容
は
ほ
と
ん
ど
が
天
変
地
異
た
し
い
け
ど
。

少
し
の
間
な
ら
竜
人
族
は
駆
獣
よ
り
も
早
く
移
動
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
し
、

チ
ウ
ス
オ

翼
を
持
っ
て
る
者
も
い
る
か
ら
飛
ん
で
来
る
こ
と
も
出
来
る
。
同
時
刻
に
聞
い

て
直
ぐ
に
出
発
し
た
の
だ
と
し
た
ら
、
彼
ら
が
先
に
到
着
し
て
い
て
も
お
か
し

く
は
な
い
と
思
う
」

そ
う
予
測
す
る
メ
イ
ラ
ン
の
言
葉
に
鳥
肌
が
立
っ
た
。

も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
竜
人
族
達
は
先
に
到
着
し
て
詩
に
あ
る
巫
女
を

待
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
今
、
彼
ら
は
倒
れ
て
い
て
動
か
な
い
。

現
れ
た
何
者
か
が
、
彼
ら
に
危
害
を
加
え
た
可
能
性
が
あ
る
？
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「
つ
ま
り
、
現
れ
た
巫
女
と
戦
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と

か
」

「
ま
あ
、
そ
も
そ
も
現
れ
た
か
ど
う
か
も
ま
だ
分
か
ら
な
い
け
ど
。
今
は
竜
人

族
以
外
い
な
い
み
た
い
だ
、
し
―
―
」

恋
焦
が
れ
る
よ
う
に
胸
を
締
め
付
け
る
こ
の
感
情
の
源
と
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
思
う
と
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
る
。

で
も
、
そ
れ
で
も
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

竜
人
族
達
の
状
態
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
詩
の
時
刻
は
目
の
前
に

ま
で
迫
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

「
待
っ
て
。
―
―
―
―
イ
ン
ユ
エ
、
待
っ
て
！
」

「
っ
！
？
」

袖
を
強
く
掴
ま
れ
、
慌
て
て
意
識
を
戻
す
。

目
を
見
開
き
、
唇
を
震
わ
せ
る
メ
イ
ラ
ン
の
様
子
に
、
鼓
動
が
早
く
な
る
。

「
ど
、
ど
う
し
た
？
」

「
…
…
…
…
い
る
」

信
じ
ら
れ
な
い
、
と
で
も
言
う
よ
う
に
身
体
を
震
わ
せ
る
。

「
い
る
…
…
っ
て
、
何
が
だ
？
」
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「
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
の
よ
！
　
鼻
も
耳
も
何
も
感
じ
な
い
。
で
も
、

今
、
確
か
に
感
じ
た
。
い
や
、
感
じ
て
い
る
。
竜
人
族
で
も
鬼
人
族
で
も
、
今

・
・
・
・
・

ま
で
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
全
て
の
種
族
と
も
違
う
、
何
か
が
、
こ
の
先
に
い
る

・
・

！
」

「
…
…
な
ん
だ
っ
て
？
」

一
瞬
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
。

匂
い
も
音
も
な
く
、
け
れ
ど
確
か
に
存
在
す
る
何
か
？

・
・

つ
ま
り
、
そ
う
い
う
常
識
の
埒
外
に
あ
る
者
が
現
れ
た
と
い
う
こ
と
。

「
ど
、
ど
う
す
る
？
　
こ
こ
は
、
一
番
近
い
集
落
に
で
も
行
っ
て
戦
え
る
人
を

集
め
た
方
が
…
…
」

「
い
や
、
こ
の
ま
ま
進
む
」

「
イ
ン
ユ
エ
？
！
」

は
っ
き
り
と
自
分
の
意
思
を
示
す
と
、
メ
イ
ラ
ン
が
驚
き
に
声
を
荒
げ
る
。

「
自
分
が
何
を
言
っ
て
る
の
か
分
か
っ
て
る
の
？
　
何
か
が
い
る
。
傍
に
は
動

か
な
い
竜
人
族
達
。
つ
ま
り
、
そ
の
何
か
に
や
ら
れ
た
っ
て
こ
と
で
し
ょ
う
？
」

「
ま
だ
は
っ
き
り
確
定
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
彼
ら
が
詩
を

聞
い
て
こ
こ
ま
で
来
た
ん
だ
と
し
て
、
あ
そ
こ
に
い
た
何
か
を
捕
ら
え
よ
う
と

し
た
結
果
反
撃
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
こ
の
場
を
離
れ
て
、
結
果
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そ
こ
に
い
た
何
か
が
姿
を
く
ら
ま
す
方
が
面
倒
だ
。
危
険
な
存
在
な
ら
そ
れ
こ

そ
放
っ
て
お
け
な
い
し
、
そ
の
何
か
が
人
型
で
あ
れ
ば
意
思
の
疎
通
く
ら
い
で

き
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
、
も
う
詩
の
刻
限
だ
。
そ
の
何
か
が
詩
の
巫
女
と
は
違
う
ん
だ
っ
た
ら
、

こ
れ
か
ら
こ
こ
に
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ
？
　
そ
の
何
か
が
危
険
な
存
在

だ
っ
た
ら
、
巫
女
を
保
護
し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。
危
険
の
在
る
無
し
に
関

係
な
く
、
状
況
だ
け
は
確
認
し
な
い
と
。
ま
あ
、
何
も
言
わ
な
い
っ
て
こ
と
は

血
の
臭
い
だ
っ
て
な
い
ん
だ
ろ
う
？
」

「
そ
れ
は
、
そ
う
、
だ
け
ど
…
…
」

そ
れ
で
も
不
安
そ
う
な
メ
イ
ラ
ン
に
、
諭
す
よ
う
に
笑
い
か
け
る
。

「
ま
ず
は
、
目
で
確
認
し
て
み
よ
う
。
ど
う
い
っ
た
状
況
で
、
何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
。
ど
う
す
る
か
は
そ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
い
い
。
危
険
な
ら
逃
げ
る
。

保
護
が
必
要
な
相
手
が
い
れ
ば
保
護
。
そ
れ
で
い
い
だ
ろ
？
」

「
…
…
…
…
う
ん
」

ま
っ
た
く
。
普
段
は
こ
ん
な
に
臆
病
な
の
に
、
こ
れ
が
戦
場
と
な
る
と
百
戦
百

勝
の
戦
巫
女
へ
と
変
貌
す
る
ん
だ
か
ら
笑
え
て
く
る
。

「
…
…
な
に
？
」

「
い
や
、
な
ん
で
も
な
い
」

こ
こ
か
ら
は
音
を
立
て
ず
、
周
囲
を
警
戒
し
な
が
ら
進
ん
だ
ほ
う
が
い
い
だ
ろ

う
。

本
当
は
、
駆
け
出
し
て
し
ま
い
た
い
。
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脈
が
速
く
な
り
、
鼓
動
が
痛
い
ほ
ど
耳
に
響
い
て
い
る
。

駆
け
足
に
な
り
そ
う
な
心
を
抑
え
、
慎
重
に
一
歩
ず
つ
歩
き
出
す
。

こ
の
期
待
は
、
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
が
、
こ
の
先
に
あ
る
。

そ
し
て
、
俺
は
見
た
。

緋
色
の
少
女
と
、
出
逢
っ
た
。

心
に
広
が
る
奇
妙
な
温
も
り
と
、
既
視
感
。

足
元
に
横
た
わ
る
竜
人
族
の
呻
き
声
、
背
後
に
立
つ
メ
イ
ラ
ン
の
呼
び
声
す
ら

ど
こ
か
遠
く
。

俺
は
、
少
女
に
求
婚
し
た
―
―
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

日緋色幻想詩編
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